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令
和
八
年
度 

一
般
入
校
試
験 

国
語 

問
題
用
紙 

 

一 

次
の
文
章
（
『
動
物
と
人
間
の
世
界
認
識
』
日
高 

敏
隆
）
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

                         

著作権に配慮して、 

引用文の表示は控えています。 
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問
一 

 
 

 
 
 

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ア 

そ
し
て 

 

イ 

さ
ら
に 

 

ウ 

も
ち
ろ
ん 

 

エ 

し
か
し 

問
二 

傍
線
①
に
つ
い
て
次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

（
１
）
傍
線
①
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
部
分
を
本
文
中
か
ら
二
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

（
２
）
傍
線
（
ア
）
～
（
オ
）
の
語
句
の
う
ち
、
本
文
中
で
の
意
味
が
「
環
世
界
」
に
含
ま
れ
る
も
の
を
二
つ
選 

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

問
三 

傍
線
②
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

都
会
的
な
雰
囲
気
で
、
人
工
物
に
囲
ま
れ
た
便
利
な
環
境
。 

イ 

暮
ら
す
の
に
都
合
が
良
く
、
清
潔
で
整
え
ら
れ
た
環
境
。 

ウ 

緑
が
豊
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
と
共
存
で
き
る
環
境
。 

エ 

一
部
の
人
間
し
か
快
適
と
感
じ
な
く
な
っ
た
環
境
。 

問
四 

傍
線
③
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

都
会
的
な
雰
囲
気
で
、
人
工
物
に
囲
ま
れ
た
便
利
な
環
境
。 

イ 

暮
ら
す
の
に
都
合
が
良
く
、
清
潔
で
整
え
ら
れ
た
環
境
。 

ウ 
 

緑
が
豊
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
と
共
存
で
き
る
環
境
。 

エ 

一
部
の
人
間
し
か
快
適
と
感
じ
な
く
な
っ
た
環
境
。 

 

二 

次
の
語
の
対
義
語
を 

 

に
漢
字
一
字
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

１ 

客
観
ー 

観 
 

 

２ 

否
定
ー 

定 
 

 

３ 

主
体
ー 

体 
 

 

４ 

積
極
ー 

極 

 

５ 

寒
冷
ー
温 

 
 

 

６ 

複
雑
ー
簡
素 

 

三 
 

次
の
文
の
傍
線
の
漢
字
の
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

 

１ 

シ
ー
ツ
を
洗
う
。 

 
 

 
 

 

２ 

小
雨
の
た
め
に
水
源
地
が
空
に
な
っ
た
。 

 

３ 

内
閣
の
首
班
を
指
名
す
る
。 
 

４ 

大
会
新
記
録
を
樹
立
す
る
。 

 
 

 

５ 

誠
実
な
対
応
を
す
る
。 

 
 

６ 

決
勝
戦
に
出
場
で
き
る
だ
け
で
本
望
だ
。 

 


